




 

神奈川県庁で建築職が活躍する主なフィールド 

住宅政策分野 営繕分野 まちづくり分野 建築行政分野 

神奈川県庁の建築技術職員の仕事の紹介 

○都市計画 
○市街地整備 
○環境共生のまちづくり 
○邸園文化圏再生構想 

○建築確認、開発許可 
○建築物の環境性能や長寿命化 
○建築物の耐震対策 
○建築物の防災対策 

○県有施設の新築・改修 
工事の設計・工事監理 

○庁舎の整備計画の策定 
○県有施設の有効活用 

営繕分野 

【時代を切り拓（ひら）くスピリット】 
 自然（箱根・丹沢、湘南海岸、三浦半島）、歴史（古都鎌倉、城下町小田原、開港地横浜）、産業（京浜

工業地帯、先端科学技術）など、魅力ある「かながわのＤＮＡ」を受け継ぎ、将来への架け橋を築き上げる

スピリットで満ち溢れています。 
 

【広い視野と連携によるトータルマネージャー】 
 人口が全国第２位、３つの政令市を含む３３市町村で構成される「神奈川県」を束ね、広域にわたるテー
マや課題に対して、時には、先導しながら、市町村が相互に連携したまちづくりなどが進められるよう、ト
ータルマネージャーの役割を果たしています。 
 

【パブリックエンジニアとしての社会貢献】 
 民間企業では出来ない、パブリックならではの仕事に取り組むとともに、建築の専門技術をバックボーン
とした民間企業への指導や支援に従事しています。また、少産少子化や超高齢社会が進行していく中で、安
全・安心の確保や環境問題を意識しつつ、県民ニーズに敏感に対応し、パブリックエンジニアとしての社会
貢献を果たしています。 

神奈川県 建築技術職員の“かたち” 

※ 県庁に建築職として採用されると、県土整備局、総務局、教育局、企業局などに配属されます。 

庁舎や県立高校など県有建築物
の新築や改修の設計・工事監理な
どを行っています。 
現在、県では県立教育施設再整

備１０ヵ年計画（まなびや計画）
に基づき、県立学校の耐震化対策
に重点的に取り組んでいます。 

■県有施設の設計・工事監理 

湘南港港湾管理事務所 新築工事 

県央方面特別支援学校 新築工事 西湘高校 耐震補強工事 旧吉田茂邸 再建工事 

平成 21 年 3 月に焼失した旧吉田茂邸

を再建しています。 

 

○多世代近居のまちづくり 
○様々な住宅施策の展開 
○公営住宅の整備等 
○健康団地の取組み 



 

 

まちづくり分野 

■市街地整備 
 
駅周辺などの密集市街地を安全

で快適で魅力ある街に再編整備す
る市街地再開発事業などを、市町
と協調して推進しています。 

■環境と共生するまちづくり 
 
 相模川が中央を流れる県央・湘
南都市圏において、低炭素社会の
構築などにより、豊かな自然環境
を生かした環境と共生する魅力あ
るまちづくりを推進しています。 
 民間企業との協働研究や、まち
づくり事業の環境共生型への誘導
などにより、快適で地球環境への
負荷の少ない、持続可能な社会の
創出を目指しています。 

■邸園文化圏再生構想 
 
 相模湾沿岸地域は、邸宅・庭園
（邸園）や貴重な歴史的建造物が
数多く存在し、豊かな文化的・歴
史的景観を形成しています。 
「邸園文化圏再生構想」では、

これら邸園等を官民協働により新
たな文化発信の場、地域住民と来
訪者による多彩な交流の場として
保全活用し、地域の活性化につな
ぐ取組を進めています。 

環境共生都市のイメージ 

グリーンハウス（藤沢市） 
（A.レーモンド設計の 
旧ゴルフ場倶楽部ハウス） 

邸園を活用し展覧会やコンサ 

ートを行う湘南邸園文化祭 

企業との協働研究により実現を 

目指すエコタウンのイメージ 

■都市計画 
 
概ね 20 年後の都市の姿を展望

しながら、都市計画の基本的方向
である都市計画区域マスタープラ
ンを策定し、県土における未来の
絵姿を、市町とともに描いていま
す。 

大磯迎賓館（大磯町） 

市街地整備：横浜山下町地区（横浜市） 

市街地整備：小杉町３丁目中央地区（川崎市） 

新庁舎の免震改修工事と 

エネルギーセンター棟増築工事 

大規模地震・津波
発生時における神奈
川県の本庁機能を確
保するため、現在、
県庁新庁舎の免震改
修工事、エネルギ―
センター棟増築や分
庁舎の建替計画など
本庁庁舎の再編整備
を進めています。 

■本庁庁舎耐震対策基本構想 ■県有施設の長寿命化・利活用 
 
「神奈川県県有施設長寿命化指針」に基づき、既存

ストックの有効活用を推進するとともに、予防保全措
置として計画的に修繕工事を実施することで県有施設
の長寿命化を図っています。 
また、県の財産を効率的に運営し、かつ、有効に活

用していくために、「県有地・県有施設の財産経営戦
略（神奈川県ファシリティマネジメント推進方針）」
を定めて、経営的な視点で総合的に企画、管理・活用
する取り組みを進めています。 

 

【 ファシリティマネジメント 】 

推進の目標 ・（施 設 の）総 量 の 削 減 
      ・ライフサイクルコストの削減 
      ・価値の向上（バリューアップ） 

営繕分野 
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■建築確認、開発許可 
 
秩序あるまちづくりを実現する

ため、建築基準法に基づく建築確
認審査や都市計画法に基づく開発
許可審査により、建築物や宅地の
規制誘導を行っています。 
また、全国組織の日本建築行政

会議や、県内の特定行政庁等で組
織する協議会では、審査上の課題
解決や取扱の統一などについて協
議していますが、その際の中心的
な役割も担っています。 

 

今後、さらに効率的なエネルギ
ー利用や低炭素・循環型社会を構
築するため、建築物の省エネ化・
省資源化に関する認定を行ってい
ます。 
また、ユニバーサルデザインの

考えに基づいたまちづくりを進め
るため、福祉部局と連携を図り建
築物のバリアフリー化を促進して
います。 

■建築物の耐震対策 
 
 切迫する大規模地震の発生に備
え、不特定多数・避難弱者が利用
する大規模建築物や避難路沿道の
建築物の耐震化に対する支援を行
っています。 
また、耐震セミナーを開催して

耐震化に関する情報提供や普及啓
発を図るなど、建築物の耐震化を
促進するための施策を推進してい
ます。 

■建築物の環境性能や 
長寿命化 

「神奈川県 みんなのバリアフリー   
まちづくり整備ガイドブック」より 

低炭素建築物の認定基準 

開発許可 

審査図面 

窓口応対 

  

住宅の耐震化の促進 
  

公共建築物の耐震化の促進 

  

その他の地震時における 

安全対策 

  
  

  

  

  

  

  
  

  
  
  

  

  
  

  
  

  
  

  
  

【 建築物の耐震化を促進するための施策 】 

＜目標＞ ＜施策の基本方向＞ ＜施策＞ 

○不特定多数・避難弱者が利用する

大規模建築物の耐震化促進 

○広域防災拠点となる建築物の 

耐震化促進 

○避難路沿道の建築物の耐震化促進 

など 

○宅地の液状化対策 

○盛土造成地の耐震対策 

○窓ガラス、外壁等の落下防止対策 

など 

多数の者が利用する建築物 

の耐震化の促進 

耐
震
化
の
目
標 

平
成
27
年
度
に
90
％ 

平
成
32
年
度
に
95
％ 

※改正耐震改修促進法への対応 

○県有施設の耐震化の推進 

○市町村施設の耐震化促進 

○情報提供と普及啓発 

○窓口相談と技術者養成 

○各種支援の実施 

■建築物の防災対策 
 
 建築物が常に安全かつ適法な状
態で維持管理されるように、建築
基準法に基づく定期報告の提出指
示、維持管理状況の確認及び改善
指導を行っています。 
また、防災査察や緊急点検など

の立入調査を行い、所有者や管理
者に対して指導・助言を行ってい
ます。 

 

えびな市民活動センター（海老名市） 

みんなのバリアフリー街づくり条例 適合証交付施設 

建築行政分野 

建築確認台帳 

 



 

 

 

 

 本県の住宅政策のマスタープラ

ンである「神奈川県住生活基本計

画」に基づき、「空き家対策」な

どの施策を展開しています。 
 

「空き家対策」については、空

き家が火災や環境面、景観面等の

様々なまちづくり上の問題となる

中、新法の施行等も踏まえ、空き

家の相談窓口を設置したり、一人

住まいの高齢者に、空き家にしな

いための対策等を啓発するため、

専門家を招いたセミナーを開催す

るなどの取組みを進めています。 
 
「マンション対策」について

は、建物の修繕やマンションの管

理組合の運営等の面で課題が顕在

化しつつあることから、修繕等を

促すＤＶＤ等の作成や、管理組合

を支援する団体の登録制度を創設

し、登録団体による支援活動を促

すなど、マンションが適切に維持

管理されるような取組みを行って

います。 
 

このほかにも、災害時に応急仮

設住宅建設などの住宅対策を円滑

に進めるために、市町村や関係団

体とともに災害時を想定した訓練

やマニュアルの整備等も行ってい

ます。 

■公営住宅の整備等 
 
 県営住宅ストック総合活用計画
に基づき、県営住宅については、
建替や住戸のリフォームを進めて
います。 
また、市町村や県住宅供給公社

と連携し、住宅対策に取組んでい
ます。 
さらに、バリアフリー構造など

の｢ハード｣と、安否確認サービス
などの｢ソフト｣の両方を備えた賃
貸住宅「サービス付き高齢者向け
住宅」の供給を、民間事業者のノ
ウハウ等を活用して促進していま
す。 

住宅政策分野 

県営住宅の建替：万騎ヶ原団地 サービス付き高齢者向け住宅の食堂の様子 

空き家の例 （空き家対策）セミナーの様子 

■様々な住宅施策の展開 

修繕等を促すＤＶＤ画面の一部 

■多世代近居のまちづくり 
 
 今後の少子高齢化や空き家の発生によ
り活力が低下しつつある住宅地におい
て、居住コミュニティの創出・再生をめ
ざし、子どもから高齢者までの多世代が
近くに住み互いに支え合う「多世代近居
のまちづくり」を推進しています。 
まちづくりの人材育成や市町村への支

援等を行うために、「担い手養成講座」
の開催や「多世代居住コミュニティ推進
ハンドブック」の策定などを行っていま
す。 
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まちづくり担い手養成講座の様子 ハンドブック全 5 編 

災害時を想定した訓練の様子 
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この取組みは、入居者の高

齢化が著しい県営団地に、余

剰地や空き施設(店舗)を活用

して保健・医療・福祉サービ

スの拠点や住民等によるコミ

ュニティ活動の拠点を整備す

ること等により、高齢者等が

健康で安心して住み続けられ

る「健康団地」へ再生するも

のです。 
 
再生にあたっては、各種サ

ービスを提供する民間事業者

の誘致や、地域の医療機関に

高齢者の検診を医療サービス

拠点で実施していただくなど

の様々な取組みが必要不可欠

であり、団地住民や地域関係

者等との連携・協働を図りな

がら進めています。 

空き施設（店舗）の活用事例（県営浦賀かもめ団地） 

診療所(分院) 

小規模多機能型居宅介護 

住民主体の取組み事例（県営浦賀かもめ団地） 

平成 25 年度に、「健康団地」の取組みの第一
弾として、県営浦賀かもめ団地内の空き施設（店
舗）に、保健・医療・福祉サービス事業者を誘致
することとし、公募により、診療所と小規模多機
能型居宅介護の事業者を決定しました。 

県営浦賀かもめ団地では、団地内の空きスペー
スにおいて、2～3 ヶ月に 1 回、団地住民の交流
を目的とした「青空市場」を開催し、団地の活性
化にも努めています。 

■健康団地の取組み 
 
―県営団地を健康団地へ― 

【 健康団地のイメージ図 】 

※拠点整備等に伴い必要となるスロープ設置等も行います。 

住宅政策分野 



先輩からのメッセージ 

県の役割は何ですか？ 

■ 国や市町村との調整、『人との繋がり』が魅力です。 
 

 

４月 建築基準法違反対応 

５月 国土交通省との会議 

６月 建築士法違反対応 

７月 建築物のパトロール 

８月 建築基準法違反対応 

９月 県内特定行政庁との会議 

10月 公開建築パトロール 

11月 国土交通省との会議 

12月 指定確認検査機関立入検査 

１月 建築士法違反対応 

２月 違反開発行為等一斉調査 

３月 国土交通省との会議 

年間スケジュール 淵脇 常貴 
（ふちわき つねたか） 

○異動歴 
（平成２４年度入庁） 

県西土木事務所  

→ 現所属 

建築安全課 指導監督グループ 

【技師】 

県や県内市町村が行う業務について、国と協議したり、広域

的な観点からの調整・支援を行います。 

例えば、建築士や建築士事務所が適正な業務を行っている

か、建築物の安全対策に問題が無いかなどについて、県と市町

村との協議の場を設置し、制度改正が必要であれば県が国へ要

望したり、市町村への助言や調整を行います。 

また、震災建築物の応急危険度判定には市町村域を越えた広

域支援が必要であり、県は司令塔の役割を担います。 

県に入って最初に経験したまちづくりの業務でも、市町村と

の調整に携わり、そうした場面を通じて得られた『人との繋が

り』が大きな財産です。 

 

 

建築物のパトロール 

 

月 課内会議（調整案件打合せ） 

開発許可申請書受理 

火 提出書類の審査 

  開発許可申請の事前相談 

水 提出書類の審査 

  本庁で開発審査会案件の打合せ 

木 事前相談案件の現地調査 

提出書類の現場検査 

市役所での打合せ 

金 開発許可書・関係書類作成 

 

 

岩瀬 麻記子 
（いわせ まきこ） 

神奈川県庁に転職した理由は？ 

■ より広い視野で仕事がしたくて転職しました。 

開発許可の現場完了検査 

平塚土木事務所 まちづくり推進課 

【主任技師】 

○異動歴 
（前職） 

設計事務所で、建築設備の 
設計・監理に携わる 

（平成２２年度入庁） 
住宅営繕事務所 

→ 現所属 

ある１週間のスケジュール 

民間の設計事務所で、電気設備設計に携わっていましたが、

建築のプランニングでは、意匠、構造、電気・機械設備の各分

野を総合的に考えることが大切だと感じていました。 

さらには、建築物の設計には、街並みや景観など、周辺を意

識した取組が必要であり、より広い視野で、まちづくりを考え

ることに興味が湧きました。 

県の建築職の仕事は、公共施設の設計、建築確認・開発許可

などの許認可、まちづくりなど幅広い分野に及びます。そうし

た様々な仕事を経験することで自分の視野が広がると考え、私

は県に転職を決めました。 

 

 



先輩からのメッセージ 

県の役割は何ですか？ 

■ 国や市町村との調整、『人との繋がり』が魅力です。 
 

 

４月 建築基準法違反対応 

５月 国土交通省との会議 

６月 建築士法違反対応 

７月 建築物のパトロール 

８月 建築基準法違反対応 

９月 県内特定行政庁との会議 

10月 公開建築パトロール 

11月 国土交通省との会議 

12月 指定確認検査機関立入検査 

１月 建築士法違反対応 

２月 違反開発行為等一斉調査 

３月 国土交通省との会議 

年間スケジュール 淵脇 常貴 
（ふちわき つねたか） 

○異動歴 
（平成２４年度入庁） 

県西土木事務所  

→ 現所属 

建築安全課 指導監督グループ 

【技師】 

県や県内市町村が行う業務について、国と協議したり、広域

的な観点からの調整・支援を行います。 

例えば、建築士や建築士事務所が適正な業務を行っている

か、建築物の安全対策に問題が無いかなどについて、県と市町

村との協議の場を設置し、制度改正が必要であれば県が国へ要

望したり、市町村への助言や調整を行います。 

また、震災建築物の応急危険度判定には市町村域を越えた広

域支援が必要であり、県は司令塔の役割を担います。 

県に入って最初に経験したまちづくりの業務でも、市町村と

の調整に携わり、そうした場面を通じて得られた『人との繋が

り』が大きな財産です。 

 

 

建築物のパトロール 

 

月 課内会議（調整案件打合せ） 

開発許可申請書受理 

火 提出書類の審査 

  開発許可申請の事前相談 

水 提出書類の審査 

  本庁で開発審査会案件の打合せ 

木 事前相談案件の現地調査 

提出書類の現場検査 

市役所での打合せ 

金 開発許可書・関係書類作成 

 

 

岩瀬 麻記子 
（いわせ まきこ） 

神奈川県庁に転職した理由は？ 

■ より広い視野で仕事がしたくて転職しました。 

開発許可の現場完了検査 

平塚土木事務所 まちづくり推進課 

【主任技師】 

○異動歴 
（前職） 

設計事務所で、建築設備の 
設計・監理に携わる 

（平成２２年度入庁） 
住宅営繕事務所 

→ 現所属 

ある１週間のスケジュール 

民間の設計事務所で、電気設備設計に携わっていましたが、

建築のプランニングでは、意匠、構造、電気・機械設備の各分

野を総合的に考えることが大切だと感じていました。 

さらには、建築物の設計には、街並みや景観など、周辺を意

識した取組が必要であり、より広い視野で、まちづくりを考え

ることに興味が湧きました。 

県の建築職の仕事は、公共施設の設計、建築確認・開発許可

などの許認可、まちづくりなど幅広い分野に及びます。そうし

た様々な仕事を経験することで自分の視野が広がると考え、私

は県に転職を決めました。 

 

 

 

 

４月 年間業務計画、交付金申請 

５月 公共住宅供給推進協議会 

６月 住宅政策懇話会 

７月 住宅政策懇話会、予算要望  

８月 住宅政策懇話会、交付金概 

算要望 

９月 交付金市町村ヒアリング 

１０月 会計検査 

１１月 住宅政策懇話会、国土交通 

省完了検査 

１２月 改定計画のパブコメ 

１月 会計検査、交付金本要望 

２月 住宅政策懇話会 

３月 各種計画改定 

久米 邦明  
（くめ くにあき） 

■ リーダーとして、仕事のやりがいを実感しています。 
 

どのようなやりがいを感じますか？ 

多世代近居のまちづくり市町村向け説明会 

○異動歴 
（平成４年度入庁） 

建築工事課 → 湘南地区行政ｾﾝﾀｰ 
→ 藤沢土木事務所 → 厚木土木事務所 
→ 都市計画課 → 住宅営繕事務所 
→ 都市計画課 → 現所属 

住宅計画課  住宅企画グループ 

【グループリーダー】 

年間スケジュール 

グループリーダーは、幹部職員とグループ員の間の中間的なポ

ジションにいてグループの運営にあたっています。幹部の言って

いることもグループ員の気持ちも「双方わかる」そういう立場で

すが、往々にして双方の思惑はずれていたりします。 

そのような状況の中で仕事を円滑に進めていくためには、常に

所属内で意見交換できる風通しのよい環境づくりが非常に重要で

あると感じています。 

 現在の所属では、住宅に関する様々な施策の実施や計画策定等

を行っており、県全体の住宅施策に及ぼす影響も大きいため、プ

レッシャーを感じることもありますが、大きな目標に向かって、

皆の意見を集約しながら仕事を進めていくことに、やりがいや達

成感を感じています。 

 

7:15 保育園に預け、通勤 

8:20 登庁 

8:30  メールチェック 

工事発注の図面確認 

積算、電話応対 

12:00 昼食、休憩 

13:00 委託業務の現場説明 

     委託業者との打合せ 

14:30 書類整理、工事発注の積算 

16:20 退庁(育児休暇制度を活用) 

17:30 保育園に迎え 

小柳 絵理 
（こやなぎ えり） 

どのように両立させていますか？ 

 

■ 仕事と育児の両立をめざしています。 
 

業務打合せ 

○異動歴 
（平成１８年度入庁） 

住宅課 → 厚木土木事務所 

→ 厚木土木事務所東部センター 

→ 現所属 

住宅営繕事務所 住宅整備課 

【主任技師】 

ある１日のスケジュール 

現所属で妊娠出産を経験し、産休・育休あわせて約一年半の

休みを挟み職場に復帰しました。 

現所属では県営住宅の建替、改修工事等の設計や工事監理等

を主な業務として行っていますが、妊娠中は足場等に登る必要

のある現場には別の職員が行くなど職場の協力をいただき、不

安を感じることなく仕事をすることができました。また復帰後

は、育児休暇制度を利用して一時間早く退庁し、保育園へのお

迎えに行っています。限られた勤務時間の中でいかに仕事を行

うか毎朝計画を立てるようになったことで、以前より効率的に

仕事を行うことができるようになったと実感しています。 



 

  
＜建築職の多様性について＞ 

僕は大学生の時にインターンシップに応募して神奈川県

に来ているのです。そのときのカリキュラムでは、２週間みっ

ちりとスケジュールを組んでくれて、本当にこんなにいろいろ

な仕事があるのだって実感できるくらい紹介していただきまし

た。僕の性格にマッチしているなとも思いました。すごく多様

性がある。窓口で法律運用についてお客さんに説明したり、国

が作った基準をどう運用していくか会議したり、また別の部署

では県有施設を造ったり、本当にあらゆることができるのでは

ないかなというのが建築なのですね。すごくいい仕事で他の仕

事に移る気は今は全然ないですね。 

今後は、都市計画や住宅政策などの仕事、建築職としてのやっ

ぱり花形みたいなところに、どういう仕事をしているのか、大

きな目線で柔軟な考え方が求められる部署だと思うので行って

みたいですね。 

 

＜女性としての働きやすさとかどうですか？＞ 

女性だからって仕事の内容が調整されることがないのが

ありがたいです。現場だと施工者や監理者の方々は、実際は女

性でないほうがいいなと思っている人がいるのでしょうが、言

葉に出す人にまだ会ってないので、すごくやりやすい職場なの

かなって思います。 

また、子供を生みたいと思う人であればすごくいい職場なのだ

ろうと思います。まず、育休が実際に取れますし、確実に職場

復帰できるところがよいと思います。民間だと戻れない職場も

結構あるじゃないですか。そういうのがないのが安心感につな

がるのではないかと思います。 

僕も話は聞きますね。前の部署で育休と産休を取得され

ている方がいました。しっかりした制度があるので、すごいな

と思います。 

女性職員がいろいろな職場に散ら 

ばっているので、先輩方が一同に集まれ 

る会を開催してくれていて、それに参加 

させて貰えるっていうのはありがたいで 

すね。 

 

若手職員座談会 

＜職場の雰囲気はどうですか？＞ 

入庁して最初の部署ですから、比較対象となる経験がな

いのですが、今の部署では、周りの人に聞いて、その人がわか

らなくても他の人が教えてくれたりするので、すごくありがた

いです。 

民間と比べると、やっぱり今の職場のほうが、わきあい

あいとしている感じがありますね。 

自分は本当に小規模な会社だったので、社長と自分みた

いな関係性でしたが、ここに来て、非常に人が多くて驚きまし

た。また、周りの仲間が同じ方向を向いて仕事しているので相

談もできてすごくいいなと思っています。 

今のところ、建築職の多い部署に配属されているので、

仲間意識、一体感があって上下関係も近く、仕事は非常にやり

やすい環境です。 

 

＜想像していた公務員と実際に入ってみた感じはどうですか？＞ 

入庁前は、もっと事務的な作業が多いかなと思っていた

けど、こんなに現場に行くんだってびっくりしましたね。 

自分は民間のときに市の営繕工事の仕事に携わっていた

のでイメージはありました。今は逆の立場になって、工事金額

はこうやって決めているのかという裏側が見れるところも楽し

いですね。 

また、県有施設には、音楽堂や歴史博物館など有名な建物があ

るので、それらに携われるというのが、今までにはなかったの

で楽しいです。 

私の公務員のイメージは、夕方とか割と早い時間に毎日

帰れて仕事よりプライベート優先という感じなのかなと思って

いて、私はそこが嫌だなと思っていました。 

でも、実際は結構遅くまで忙しいときもあって、思っていたよ

りずっと仕事の量としてあるなという感じは受けました。 

 

＜公務員の仕事＞ 

学生さんですと、公務員は具体的にどのような仕事をす

るのかやっぱり分からないですよね。設計事務所やゼネコンだ

ったらイメージが沸くのですけど、ぼやーっとして分からな

い、イメージがつきづらいのは分かりますね。自分のまわりの

公務員志望の同級生は、都市計画とかまちづくりをやりたいっ

て言う人は多かったですね。 

それは民間ではなかなかできないことですね。スケール

の大きい目で見るというか、そういうのができるのが公務員で

すよね。民間のデベロッパーに行ったらそういう調整ができる

かって言うと、実際にはお金のやりとりの方が大きかったりす

るので、公務員の方が楽しいのかなと思います。民間でデベロ

ッパーと付き合いをしていても、どうしてもお金の話になって

しまいますね。 

 

 

想像していた公務員と実際に入ってみた感じはどうですか？

職場の雰囲気はどうですか？

女性としての働きやすさとかどうですか？
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みたいですね。 

 

＜女性としての働きやすさとかどうですか？＞ 

女性だからって仕事の内容が調整されることがないのが

ありがたいです。現場だと施工者や監理者の方々は、実際は女

性でないほうがいいなと思っている人がいるのでしょうが、言

葉に出す人にまだ会ってないので、すごくやりやすい職場なの

かなって思います。 

また、子供を生みたいと思う人であればすごくいい職場なのだ

ろうと思います。まず、育休が実際に取れますし、確実に職場

復帰できるところがよいと思います。民間だと戻れない職場も

結構あるじゃないですか。そういうのがないのが安心感につな

がるのではないかと思います。 

僕も話は聞きますね。前の部署で育休と産休を取得され

ている方がいました。しっかりした制度があるので、すごいな

と思います。 

女性職員がいろいろな職場に散ら 

ばっているので、先輩方が一同に集まれ 

る会を開催してくれていて、それに参加 

させて貰えるっていうのはありがたいで 

すね。 

 

若手職員座談会 

＜職場の雰囲気はどうですか？＞ 

入庁して最初の部署ですから、比較対象となる経験がな

いのですが、今の部署では、周りの人に聞いて、その人がわか

らなくても他の人が教えてくれたりするので、すごくありがた

いです。 

民間と比べると、やっぱり今の職場のほうが、わきあい

あいとしている感じがありますね。 

自分は本当に小規模な会社だったので、社長と自分みた

いな関係性でしたが、ここに来て、非常に人が多くて驚きまし

た。また、周りの仲間が同じ方向を向いて仕事しているので相

談もできてすごくいいなと思っています。 

今のところ、建築職の多い部署に配属されているので、

仲間意識、一体感があって上下関係も近く、仕事は非常にやり

やすい環境です。 

 

＜想像していた公務員と実際に入ってみた感じはどうですか？＞ 

入庁前は、もっと事務的な作業が多いかなと思っていた

けど、こんなに現場に行くんだってびっくりしましたね。 

自分は民間のときに市の営繕工事の仕事に携わっていた

のでイメージはありました。今は逆の立場になって、工事金額

はこうやって決めているのかという裏側が見れるところも楽し

いですね。 

また、県有施設には、音楽堂や歴史博物館など有名な建物があ

るので、それらに携われるというのが、今までにはなかったの

で楽しいです。 

私の公務員のイメージは、夕方とか割と早い時間に毎日

帰れて仕事よりプライベート優先という感じなのかなと思って

いて、私はそこが嫌だなと思っていました。 

でも、実際は結構遅くまで忙しいときもあって、思っていたよ

りずっと仕事の量としてあるなという感じは受けました。 

 

＜公務員の仕事＞ 

学生さんですと、公務員は具体的にどのような仕事をす

るのかやっぱり分からないですよね。設計事務所やゼネコンだ

ったらイメージが沸くのですけど、ぼやーっとして分からな

い、イメージがつきづらいのは分かりますね。自分のまわりの

公務員志望の同級生は、都市計画とかまちづくりをやりたいっ

て言う人は多かったですね。 

それは民間ではなかなかできないことですね。スケール

の大きい目で見るというか、そういうのができるのが公務員で

すよね。民間のデベロッパーに行ったらそういう調整ができる

かって言うと、実際にはお金のやりとりの方が大きかったりす

るので、公務員の方が楽しいのかなと思います。民間でデベロ

ッパーと付き合いをしていても、どうしてもお金の話になって

しまいますね。 
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♪ メンバーの仕事ぶり

 

＜神奈川県の魅力＞ 

小さい頃から神奈川県に住んでいても、こんなところに

こういう施設があるんだって新たな発見があるし、これからも

まだ知れる。すごく楽しいですよね。 

それは確かに。最初期待していたように、いろいろなと

ころに行けるというのは、入庁して実感しました。都会のほう

に行けたり、田舎の静かなところに行けたりいいですよね。そ

こにちょっとした県の施設があって、ああ、こんな仕事をする

ところがあるのだな、県民のためにこういう施設もあるのだな

と実感します。神奈川県は結構魅力ありますよね。大都市横浜

もあれば箱根みたいなところもあるし、結構バリエーションに

富んでいると思うんですよね。 

神奈川県が、一番ちょうどいいサイズだと思います。国

だと全国をちょくちょく転居するのは、さすがに大変だなって

思うけど県内だと適度にいろんなまちがあるところにちょうど

いい範囲で動き回れるところ 

がよいと思います。 

そうですね、引っ越し 

たくないって人も中にはいる 

でしょうし。家を持っている 

人は確かにいいかも知れない 

ですね。 

 

 

理系だったら、文系の公務員試験より受けやすいと思い

ます。そんなに学科を心配する必要はないと思いますね。 

建築でやりたいことが見つかってない人でも、いろんな

仕事のバリエーションがあるから来てもらって、その中で見つ

けるのもありかなって気がします。そこで見つかることがある

んじゃないかなって思います。 

＜休日は取りやすい？＞ 

休みは取りやすいです。 

自分は前職の民間では祝日休んでなかったことと、土曜

日も隔週休みだったので、実質そんなに休みはなかったのです

が、入庁してから休みは格段に増えました。今は自分のスケジ

ュールさえ合えば、休みが取れます。 

今おっしゃっていたみたいに、有給をむしろ取りなさい

って言われる感じなので、休みはすごく取りやすいなって思い

ます。 

自分で時間をコントロールできるのがすごくいいですよ

ね。仕事を平日にがんばれば、土日はきっちりと休めますし、

土日の予定がしっかり立てられる。やっぱりこれは入庁してう

れしいことかなって気はします。 

また、休日には建築職の仲間で作 

っている野球チームに参加して体 

を動かすこともあります。 

建築職のイベントも多くて、 

まだ職場で一緒になったことがな 

い人とも話ができます。そういう 

イベントの誘いが多いなって感じ 

ています。 

 

＜給料について＞ 

私は経験者なので前職との比較になるのですが、正直あ

まり際立ってよい訳ではないですけど、そこから下がることも 

ない、それは民間ではない

ことです。賞与に関しても

民間では出ないこともある

けど公務員は非常に安定し

ているので、長い目でみる

とそれは魅力なのではない

かなと思います。 

 

＜一級建築士の資格取得に向けてどう取り組んでいますか？＞ 

学科試験には有利な仕事じゃないかなって思いますね。 

私は県に入ってまず、建築基準法を所管する部署に配属されま

した。そこで、しょっちゅう建築基準法の法令集を開いていた

ので、今では法規が一番点数を取りやすい科目になりました。

学科試験の配点の割合も高いので、法規がほぼ満点取れるって

いうのは非常に有利だと思います。また今の部署では現場施工

を学べるわけですし、仕事の中で資格に対する知識が自然と身

につけられます。でも、設計製図がどうかなっていうのはあり

ますけどね。 

たぶん、設計製図を実務でやっている人でも試験とはリ

ンクしないので、結局、試験勉強をどれだけやったかだと思い

ます。 
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